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同
ア
ワ
ー
ド
は
西
多
摩

の
情
報
紙
・
街
プ
レ
創
刊

10
周
年
企
画
で
行
わ
れ

た
。
地
域
の
企
業
、団
体
、

市
民
な
ど
が
実
践
す
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
西

多
摩
内
外
に
発
信
し
、
目

標
を
達
成
し
て
も
ら
う
の

が
狙
い
。実
行
委
員
会（
樋

口
昭
久
実
行
委
員
長
）
を

組
織
。
創
刊
以
来
発
行
を

支
援
す
る
、
あ
き
が
わ
、

に
し
た
ま
、
西
東
京
の
３

Ｊ
Ａ
な
ど
が
協
力
。
ダ
イ

ハ
ツ
シ
ョ
ッ
プ
福
生
田

園
、
奥
多
摩
工
業
㈱
、
損

保
ジ
ャ
パ
ン
、
東
京
海
上

日
動
、
奥
多
摩
総
合
開
発

㈱
、
多
摩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
西
武
信
用
金

庫
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
、
オ
リ

コ
、
青
梅
信
用
金
庫
、
多

摩
信
用
金
庫
、
あ
い
お
い

ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険

㈱
、
西
多
摩
建
設
業
協
会

が
協
賛
。
都
や
西
多
摩
の

８
市
町
村
が
後
援
し
開
催

し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、

樋
口
実
行
委
員
長
は
「
街

プ
レ
は
地
域
を
元
気
に
す

る
参
加
型
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー

パ
ー
と
し
て
発
信
を
続

層
的
な
ニ
ュ
ー
ス
媒
体
と

し
て
活
躍
で
き
る
こ
と
を

協
力
者
と
読
者
の
皆
さ
ま

に
感
謝
し
た
い
。
今
回
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
西
多

摩
の
取
り
組
み
を
通
し
、

西
多
摩
の
未
来
を
明
る
い

も
の
に
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。
来
賓
で
井
上

け
、
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
の
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で

も
配
信
さ
れ
、
先
ご
ろ
ネ

ッ
ト
版
も
充
実
し
た
。
重

　国連が提唱するＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成につながる
西多摩地域の活動を対象にした「ＳＤＧｓアワード西多摩２０２２」
が７月 16 日、福生市民会館であり、関係者と一般合わせて約２００
人が参加した。基調講演、地元７首長のパネルディスカッション、ア
ワード受賞団体の取り組みなどを通し、ＳＤＧｓへの理解と目標達成
への気運を高めた。アワードが起爆剤となり、ＳＤＧｓの地域への広
がりに期待が高まるものになった。　　　　　　　　　　（岡村信良）

ＳＤＧｓの取り組み西多摩内外に発信

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
西
多
摩
２
０
２
２

  　

理
解
と
推
進
の
気
運
高
ま
る

信
治
元
国
務
大
臣
が
駆
け

付
け
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
、
戦
争
と
世
界
中

に
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

交
う
中
、
西
多
摩
を
盛
り

上
げ
、
未
来
に
つ
な
げ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
よ
く
ぞ
取
り

上
げ
て
く
れ
た
と
『
街
プ

レ
』
に
期
待
す
る
。
今
だ

け
、
こ
こ
だ
け
、
自
分
だ

け
、
こ
の
考
え
を
止
め
、

地
域
の
こ
と
、国
の
こ
と
、

世
界
の
こ
と
を
考
え
、
多

様
性
を
認
め
、
良
い
も
の

を
守
り
育
て
、
未
来
へ
つ

な
げ
て
い
く
活
動
を
国
、

自
治
体
、
企
業
、
団
体
、

住
民
が
力
を
合
わ
せ
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と

訴
え
た
。
受
賞
式
に
先
立

ち
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
詳
し
い
慶

応
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ 

研
究
所

ｘ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
・
ラ
ボ
の
佐
久

間
信
哉
教
授
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
＂
道
し
る
べ
＂
に
西

多
摩
地
域
の
再
構
築
を
」

を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
し

た
＝
3
面
。

　

次
い
で
行
わ
れ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
多
摩
大
学
の
松
本
祐

一
教
授
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
、
西
多
摩
の

７
首
長
が
取
り
組
み
や
期

待
を
語
っ
た
＝
２
︑３
面

掲
載
。

　
　
　
　

■

　

公
募
で
集
ま
っ
た
33
団

体
の
取
り
組
み
を
、
東
京

市
町
村
自
治
調
査
会
の
小

町
邦
彦
参
与
、
多
摩
大
学

の
長
島
剛
教
授
、
朝
日
新

聞
社
会
部
立
川
支
局
の
杉

山
圭
子
記
者
ら
が
委
員
を

務
め
る
審
査
会
が
地
域
特

性
を
生
か
し
た
事
業
や
活

動
を
評
価
し
た
。
最
高
賞

の
ゴ
ー
ル
ド
に
「
Ｏ
Ｐ
Ｔ

（
オ
ピ
ト
）」、
普
及
促
進

大
賞
に
「
み
た
け
レ
ー
ス

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」、

ア
ク
シ
ョ
ン
大
賞
に
「
Ｇ

Ｏ
Ｎ
Ａ
」
を
選
出
し
た
。

　

Ｏ
Ｐ
Ｔ
は「
オ
ク
タ
マ
・

ピ
カ
ピ
カ
・
ト
イ
レ
」
の

略
。
掃
除
を
「
カ
ッ
コ
よ

く
て
、
誰
も
が
憧
れ
る
よ

う
な
仕
事
」
に
変
え
、
奥

多
摩
町
内
22
カ
所
の
観
光

ト
イ
レ
を
清
掃
す
る
。
テ

ー
マ
ソ
ン
グ
や
ポ
ス
タ
ー

も
制
作
。「
日
本
一
ト
イ

レ
の
キ
レ
イ
な
観
光
地
、

奥
多
摩
」
を
目
指
し
て
い

る
。

　
「
活
動
で
ま
ち
全
体
の

ゴールドにＯＰＴ、大賞にみたけレ
ースラフティングクラブ、ＧＯＮＡ

基調講演、パネルディスカッション、受賞団体の取り組みなどを通し、ＳＤＧｓへの理解と推進の思いを強くした参加者たち。
前列は受賞の篠田直さん（ＧＯＮＡ）、大井朋幸さん（ＯＰＴ）、柴田大吾さん（みたけレースラフティングクラブ）＝左から

あきる野市小中野167
☎042‐596‐0129

あきる野市小川633 ☎042‐559‐8080

青梅市藤橋2－32
☎0428‐30‐1661

あきる野市小中野167あきる野市小中野167あきる野市小中野167あきる野市小中野167あきる野市小中野167あきる野市小中野167あきる野市小中野167あきる野市小中野167あきる野市小中野167あきる野市小中野167あきる野市小中野167あきる野市小中野167
☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129☎042‐596‐0129
令和4年8月の営業
< 月曜日を除く全日>
ご昼食（11時～15時受付）
ご夕食（前日迄のご予約制・土日祝は当日可）（17時～19時受付・21時閉店）
< 月曜日> 
ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

あきる野市小川633 ☎042‐559‐8080
令和4年8月の営業
< 月曜日を除く全日> ご昼食（11 時～15 時受付）
   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）
< 月曜日>  ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休（8月は火曜日のみ定休）

< 月曜日を除く全日>< 月曜日を除く全日>
ご昼食（11時～15時受付）
ご夕食（前日迄のご予約制・土日祝は当日可）（17時～19時受付・21時閉店）ご夕食（前日迄のご予約制・土日祝は当日可）（17時～19時受付・21時閉店）
< 月曜日> 
ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休（8月は火曜日のみ定休）（8月は火曜日のみ定休）

あきる野市小川633 ☎042‐559‐8080

   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）

令和4年8月の営業
< 月曜日を除く全日> ご昼食（11 時～15 時受付）
   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）
< 月曜日>  ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休

定休日：
毎週火曜日、および
水曜日は不定休

※新型コロナウイルスの感染状況等により、
今後も営業内容を変更させていただく場合
がございます。　　　　　　　　　　　　

☎0428‐30‐1661
青梅市藤橋2－32
☎0428‐30‐1661
青梅市藤橋2－32
☎0428‐30‐1661
青梅市藤橋2－32

定休日：
毎週火曜日、および毎週火曜日、および
水曜日は不定休

令和4年8月の営業
< 月曜日を除く全日>
ご昼食（11 時～15 時受付）
ご夕食（前日迄のご予約制）
（17時～19時受付・21時閉店）
＜月曜日＞
ご昼食のみ営業（11時～15時受付）

お越しの際はホームページか
電話でご確認ください。
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＂
子
育
て
す
る
な
ら
福
生
＂

の
施
策
を
進
め
、
経
済
誌

が
行
う
ラ
ン
キ
ン
グ
で
21

年
度
は
都
内
で
１
位
に
な

っ
た
。
外
国
人
が
多
く
、

60
カ
国
４
０
０
０
人
、
行

政
は
11
カ
国
語
に
対
応
し

て
い
る
」と
特
性
を
紹
介
。

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環

組
合
の
副
管
理
者
を
務
め

る
立
場
か
ら
「
西
多
摩
を

は
じ
め
多
摩
地
域
で
は
ゴ

ミ
袋
の
有
料
化
を
進
め
る

な
ど
ゴ
ミ
の
分
別
に
力
を

入
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

40
％
に
達
し
て
い
る
。
ゴ

ミ
の
焼
却
灰
を
エ
コ
セ
メ

ン
ト
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
最
終
処
分
場
へ
の
埋

め
立
て
を
現
在
は
ゼ
ロ
に

し
て
い
る
」と
報
告
し
た
。

　

橋
本
羽
村
市
長
は
「
市

の
面
積
は
小
さ
い
が
、
都

内
２
位
の
出
荷
高
を
誇
る

工
業
の
も
の
づ
く
り
の
地

域
と
玉
川
上
水
沿
い
の
昔

の
面
影
の
あ
る
地
域
が
あ

る
。『
は
む
ら
の
水
』
を

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
向

け
た
、
地
方
自
治
体
の
役

割
と
取
り
組
み
」
を
テ
ー

マ
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
は
、
浜
中
啓
一

青
梅
市
長
、
加
藤
育
男
福

生
市
長
、
橋
本
弘
山
羽
村

市
長
、
杉
浦
裕
之
瑞
穂
町

長
、
田
村
み
さ
子
日
の
出

町
長
、
師
岡
公
伸
奥
多
摩

町
長
、
坂
本
義
次
檜
原
村

長
が
登
壇
。
各
自
治
体
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
推
進

に
意
欲
を
示
し
た
ほ
か
、

西
多
摩
の
広
域
連
携
の
必

要
性
も
確
認
し
た
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

を
務
め
た
松
本
教
授
は

２
０
１
６
年
度
か
ら
ゼ
ミ

で
奥
多
摩
町
の
活
性
化
を

テ
ー
マ
に
活
動
を
行
い
、

２
０
２
１
年
度
は
羽
村
市

第
６
次
長
期
総
合
計
画
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
瑞
穂
町
商

工
業
振
興
推
進
協
議
会
会

長
を
務
め
る
な
ど
西
多
摩

地
域
と
関
わ
り
が
深
い
。

は
じ
め
に
各
自
治
体
の
魅

力
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
を
質
問
し
た
。

　

浜
中
青
梅
市
長
は「『
あ

そ
ぼ
う
よ
！
青
梅
』
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
市
民
に
地
域

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

政
策
を
進
め
て
い
る
。『
住

ん
で
い
る
人
が
地
域
の
特

性
に
合
わ
せ
て
交
通
は
不

便
だ
け
ど
自
然
が
あ
る
か

ら
楽
し
い
』
と
実
感
で
き

る
も
の
に
し
た
い
」
と
報

告
。「
２
月
に
は
『
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
』
を
宣

言
し
、
企
業
と
共
に
進
め

て
い
る
。
２
０
５
０
年
は

遠
い
よ
う
で
近
い
。
公
用

車
を
電
気
自
動
車
に
す
る

な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

で
き
る
こ
と
を
推
進
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

　

加
藤
福
生
市
長
は
「
横

田
基
地
の
あ
る
ま
ち
で
、

基
地
沿
い
の
洋
の
文
化
と

玉
川
上
水
沿
い
の
和
の
文

化
に
色
分
け
さ
れ
た
ま

ち
。
自
転
車
で
ま
ち
を
め

ぐ
る
人
も
増
え
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
販
売
し

て
い
る
ほ
ど
お
い
し
い
独

自
の
水
源
を
持
っ
て
い

る
。
２
０
２
２
年
度
か
ら

始
ま
る
６
次
長
期
総
合
計

画
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を

取
り
込
み
進
め
る
こ
と
に

な
る
。
企
業
と
の
連
携
も

進
ん
で
お
り
、
日
野
自
動

車
工
場
内
の
排
熱
を
利
用

し
て
ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
利
用
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　

杉
浦
瑞
穂
町
長
は
「
狭

山
丘
陵
が
あ
り
、
農
業
の

ま
ち
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
が
、
年
間
工
業
出
荷
額

が
６
３
０
０
億
円
で
都
内

１
位
の
工
業
の
ま
ち
と
い

う
顔
を
持
つ
。
ま
ち
の
個

性
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

欲
し
い
」
と
し
た
上
で
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
普
及
さ
せ

る
に
は
ま
ち
の
将
来
像
を

示
す
の
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
る
。
住
民
に
日
常
の

中
で
自
然
に
意
識
し
実
行

し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力

し
た
い
。
加
藤
市
長
が
多

摩
の
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
40
％
と
い
っ
た
が
、

23
区
は
ゼ
ロ
％
。
分
別
す

地元７首長がパネルディスカッション

ＳＤＧＳについて語り合う西多摩の 7首長。それぞれが推進に意欲を見せ、広域連携の必要性も確認した

目
に
改
め
て
目
を
向
け
て

も
ら
う
意
味
も
あ
る
」（
杉

山
）
な
ど
の
高
い
評
価
を

受
け
た
。

　

み
た
け
レ
ー
ス
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
は
毎
週
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
リ

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
、
町

内
外
の
人
々
の
意
識
も
変

え
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
該

当
項
目
の
１
つ
、「
安
全

な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中

に
」
は
わ
り
と
知
ら
な
い

人
が
多
い
よ
う
で
、
17
項

バ
ー
ク
リ
ー
ン
を
実
施
。

楽
し
く
清
掃
活
動
を
行
う

た
め
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
し

な
が
ら
拾
っ
た
ゴ
ミ
の
量

を
競
う
リ
バ
ー
ク
リ
ー
ン

マ
ラ
ソ
ン
も
定
期
的
に
実

施
す
る
。
リ
バ
ー
ク
リ
ー

ン
ツ
ア
ー
も
行
い
、
企
業

や
学
校
の
研
修
利
用
も
増

え
て
い
る
。

　
「
川
沿
い
の
自
治
体
を

巻
き
込
む
可
能
性
の
あ
る

取
り
組
み
。
川
が
命
の
源

で
あ
る
海
へ
つ
な
が
る
観

点
か
ら
世
界
へ
広
が
る
活

動
で
も
あ
る
」（
小
町
）

と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ａ
は
サ
ッ
カ
ー

と
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
の
ク

ラ
ブ
だ
が
、洞
窟
、海
、川
、

富
士
登
山
の
各
キ
ャ
ン
プ

を
実
施
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
集
め
た
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ス
マ
ス

ポ
」
も
開
催
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
な
が
る
ゴ
ミ
拾
い
や

坐
禅
会
、
食
育
、
母
の
日

に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
贈

多
摩
で
先
行
す
る
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル

生
を
生
き
る
ス
テ
ー
ジ

を
、
格
差
を
生
ま
な
い
よ

う
に
展
開
し
て
い
る
」(

小
町)

な
ど
が
認
め
ら
れ

た
。　

　
　

■

　
　
　
　
　
　

■　

る
な
ど
心
の
成
長
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。

　
「
従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
壁
を
地
域
か
ら
壊
し

て
、
人
が
本
来
持
っ
て
い

る
体
を
動
か
し
楽
し
く
人

「ＳＤＧｓ達成へ向けた、地方自
治体の役割と取り組み」問う

☎042-533-4506
ダスキンフランチャイズチェーン加盟店

ダスキン小作店 〒205-0001 羽村市小作台2-12-1

お部屋のお掃除
お庭のお手入れ

おうちのお悩みに
なんでも応えます。
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基
調
講
演
は
、
慶
応
義

塾
大
学 

Ｓ
Ｆ
Ｃ 

研
究
所

ｘ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
・
ラ
ボ
所
属
、

同
大
大
学
院
政
策
・
メ
デ

ィ
ア
研
究
科
の
佐
久
間
信

哉
特
任
教
授
が
講
師
を
務

め
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
略

や
政
府
の
取
り
組
み
、
先

進
自
治
体
の
例
な
ど
を
紹

介
し
、
西
多
摩
地
域
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
ヒ
ン
ト
を

探
っ
た
＝
写
真
。

る
だ
け
で
こ
れ
だ
け
違
う

と
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

田
村
日
の
出
町
長
は

「
自
然
に
囲
ま
れ
た
ま
ち

で
、
30
年
ほ
ど
前
か
ら
力

を
入
れ
る
福
祉
政
策
は
ハ

ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
充

実
し
て
き
た
。
少
子
化
対

策
も
進
め
て
い
る
。
84
％

の
町
民
が
住
み
続
け
た
い

ま
ち
と
思
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
一
方
で
持
続
可
能

か
な
ど
の
視
点
か
ら
政
策

の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
」
と
紹
介
。「
７
０
０

人
が
住
む
公
共
交
通
空
白

区
の
日
の
出
団
地
に
、
公

立
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ

ー
、
武
蔵
引
田
駅
に
行
く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
開

通
さ
せ
10
分
で
結
ん
だ
と

こ
ろ
、『
家
に
引
き
こ
も

り
が
ち
だ
っ
た
が
人
が
外

出
で
き
た
』『
車
に
乗
れ

な
く
な
っ
て
も
住
ん
で
い

ら
れ
る
。
将
来
の
不
安
が

消
え
た
』
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
は
自
治
体
に
と
っ
て

成
果
を
考
え
る
気
づ
き
に

も
な
る
」
と
訴
え
た
。

　

師
岡
奥
多
摩
町
長
は

「
水
と
緑
の
国
立
公
園
の

中
に
あ
り
、
小
河
内
ダ
ム

を
守
り
、
都
民
の
水
を
確

保
し
て
い
る
。
前
町
長
時

代
か
ら
日
本
一
き
れ
い
な

観
光
ト
イ
レ
に
力
を
入

れ
、
観
光
業
者
、
観
光
客

を
巻
き
込
み
ま
ち
の
美
化

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
た
だ
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
課
題
も
出
て

お
り
、
心
地
良
く
遊
べ
る

環
境
づ
く
り
に
引
き
続
き

努
力
し
た
い
。
町
内
で
は

空
き
家
、
空
き
店
舗
が
増

え
て
い
る
が
、
分
収
林
や

休
耕
地
を
含
め
活
用
す
る

こ
と
で
財
産
に
な
る
。
空

き
校
舎
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
で
有
効
活
用
さ
れ

て
い
る
」
と
現
状
を
報
告

し
た
。

　

坂
本
檜
原
村
長
は
「
下

水
道
整
備
や
街
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
な
ど
環
境
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
森
林
バ

イ
オ
マ
ス
に
も
目
を
向

け
、
木
材
の
活
用
で
脱
炭

素
化
を
進
め
た
い
。
庁
内

で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目

標
が
ど
の
課
に
該
当
す
る

か
を
把
握
し
、
意
識
を
高

め
て
い
く
取
り
組
み
も
行

　

大
要
は
次
の
通
り
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
１
５
年
９

月
、
持
続
可
能
な
地
球
社

会
へ
向
け
た
変
革
を
誰
一

人
と
し
て
取
り
残
さ
ず
に

実
現
す
る
た
め
に
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

２
０
３
０
年
へ
向
け
た

17
の
目
標
と
１
６
９
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
原
点
は

１
９
７
２
年
、
国
連
で
初

め
て
地
球
環
境
問
題
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
、
同
年
、

ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
が
、
現
在

と
同
じ
活
動
を
し
て
い
れ

ば
１
０
０
年
以
内
に
地
球

の
成
長
は
限
界
に
な
る
と

の
提
言
が
あ
っ
た
。

　

特
徴
は
経
済
、
社
会
、

環
境
の
３
側
面
を
統
合

し
、
別
々
で
は
な
く
密
接

に
関
係
さ
せ
て
目
標
を
し

っ
か
り
数
値
化
し
、
地
球

推
進
に
意
欲 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
で
課
題
に
向
き
合
う 

　
　
　

広
域
連
携
の
必
要
性
も
確
認

「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を〝 道 し る べ 〟
に西多摩地域の再構築を」

慶
応
大
学
の
佐
久
間

教
授
が
基
調
講
演

日
の
出
山
に
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、
動
画
サ
イ

ト
で
放
映
し
て
い
る
が
、

こ
の
映
像
を
御
岳
山
の
あ

る
青
梅
市
の
観
光
情
報
に

載
せ
て
も
ら
え
れ
ば
、
効

果
が
高
ま
る
」
と
期
待
し

た
。

　

加
藤
福
生
市
長
は
「
広

域
行
政
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
も

大
事
に
な
っ
て
く
る
。
青

梅
、
福
生
、
あ
き
る
野
に

あ
る
３
公
立
病
院
が
そ
れ

ぞ
れ
得
意
な
医
療
分
野
を

分
担
し
合
え
ば
、
西
多
摩

医
療
圏
の
高
度
医
療
が
大

き
く
前
に
進
む
。
サ
ッ
カ

っ
て
い
る
」と
紹
介
し
た
。

　
　
　

■　
　

■

　

西
多
摩
８
市
町
村
で
構

成
す
る
西
多
摩
地
域
広
域

行
政
圏
協
議
会
の
会
長
を

務
め
る
浜
中
青
梅
市
長
は

「
広
域
行
政
圏
で
は
体
育

大
会
の
開
催
や
図
書
館
の

共
同
利
用
を
進
め
、
最
近

で
は
在
宅
医
療
・
介
護
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
て

き
た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
も

連
携
す
る
こ
と
で
前
進
で

き
る
の
で
は
な
い
か
」
と

提
案
し
た
。

　

田
村
日
の
出
町
長
は

「
広
域
連
携
を
望
み
た
い
。

ー
場
、
野
球
場
、
コ
ン
サ

ー
ト
会
場
な
ど
を
分
担
し

て
建
設
し
合
え
ば
グ
レ
ー

ド
の
高
い
も
の
が
で
き
、

来
場
者
も
多
く
な
る
」
と

具
体
例
を
挙
げ
て
メ
リ
ッ

ト
を
強
調
し
た
。

　

杉
浦
瑞
穂
町
長
は
「
車

が
な
い
と
移
動
で
き
な
い

の
が
西
多
摩
地
域
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
自
治
体

間
相
互
乗
り
入
れ
を
進
め

れ
ば
便
利
に
な
り
、
排
気

ガ
ス
の
削
減
に
も
つ
な
が

る
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

終
わ
り
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
に
対
す
る
強
い
決
意
を

改
め
て
各
首
長
が
披
露
。

　

松
本
教
授
は
「
子
ど
も

の
と
き
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
に

対
す
る
教
育
を
受
け
て
き

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
人
た
ち
に
選
ば
れ
る
ま

ち
に
な
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
、
目
標
を
立
て

て
い
く
こ
と
が
大
事
。
西

多
摩
ア
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
と

も
言
え
る
７
つ
の
顔
が
協

力
し
合
っ
て
い
く
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
。
西
多
摩
の

今
後
に
注
目
し
た
い
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

国
家
レ
ビ
ュ
ー（
Ｖ
Ｎ
Ｒ
）

も
発
表
し
、
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

19
年
12
月
に
は
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
実
施
指
針
改
定
版
」

で
地
方
自
治
体
に
、
期
待

さ
れ
る
役
割
を
示
し
、
部

課
を
横
断
し
た
体
制
づ
く

り
や
取
り
組
み
の
必
要

性
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
ロ
ー
カ
ル
な
指
標
を

設
定
す
る
こ
と
を
挙
げ
て

社
会
を
根
本
か
ら
変
え
る

も
の
。
中
で
も
絶
対
的
、

相
対
的
な
貧
困
と
飢
餓
に

終
止
符
を
打
つ
こ
と
や
気

候
変
動
の
問
題
は
待
っ
た

な
し
の
優
先
目
標
に
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
　

■

　

日
本
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

体
制
を
つ
く
り
、
16
年
か

ら
進
め
て
い
る
。
自
発
的

内
容
も
そ
れ
な
り
に
理
解

し
て
い
る
。
普
段
か
ら
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
購

入
す
る
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を

な
く
す
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

知
ら
な
く
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

的
行
動
を
取
っ
て
い
る
人

も
多
く
な
っ
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
日
常
生
活

や
学
校
教
育
な
ど
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
関
す
る
言
葉
や
知

識
に
触
れ
、
環
境
問
題
や

社
会
課
題
に
高
い
関
心
を

持
つ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
イ
テ
ィ

ブ
も
育
っ
て
い
る
。
持
続

可
能
な
社
会
の
創
り
手
と

な
る
人
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

ー
に
な
れ
ば
、
大
き
な
社

会
変
革
が
起
こ
る
。

　

地
域
に
と
っ
て
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
考
え
た
時
、
地
方

創
生
に
当
て
は
め
て
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
都
内
に
あ
っ
て
人
口

減
少
が
始
ま
る
な
ど
地
方

性
を
持
つ
西
多
摩
に
も
有

効
に
な
る
。

　
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
』

に
最
初
に
選
ば
れ
た
北
海

道
下
川
町
は
、
２
０
０
４

年
ご
ろ
か
ら
経
済
・
社
会
・

環
境
の
問
題
を
統
合
的
に

解
決
す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
て
、
人
口
減
少
も

非
常
に
緩
や
か
に
な
っ

た
。
行
政
と
住
民
が
、
ど

ん
な
ま
ち
に
な
っ
た
ら
素

敵
か
を
徹
底
的
に
話
し
合

い
、
目
標
を
決
め
て
取
り

組
ん
だ
結
果
だ
。

　

経
済
の
縮
小
、
少
子
高

齢
化
、
生
活
困
難
者
の
増

加
、
空
き
家
の
増
加
、
自

治
力
の
低
下
な
ど
地
方
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
当
て
は

め
て
取
り
組
む
と
す
べ
て

つ
な
が
る
。
今
こ
そ
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
道
し
る
べ
と
し
、

地
域
社
会
を
再
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

い
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活

用
し
て
い
る
自
治

体
は
21
年
度
で
52

％
に
達
し
、
政
府

が
選
ぶ
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
」
に

は
全
国
で
１
５
０

を
超
え
る
自
治
体

が
選
定
さ
れ
て
い

る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
個

人
や
企
業
に
も
浸

透
し
て
お
り
、
国

民
の
大
半
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
知
っ
て
い

て
、
３
分
の
１
が

意見を交わす浜中青梅市長、加藤福生市長、
橋本羽村市長、杉浦瑞穂町長（左から）

師岡奥多摩町長、坂本檜原村長、田村日の出町長、
松本教授（左から）


